




















１）“Charles Babbage Institute reprint series for the History of Computing”, MIT press,１９８６第
１０巻に収録された“Lecture to the London Mathematical Society on２０ February１９４７ by A.
M. Turing”からの翻訳。




























用いられるのは，英国人 Babbageによる，最初の自動計算機の原型 Analytical engineに由
来する。



















































































































































































































































































被加算数 A  和 


























































































１１）原文では，discrimination。現代のプログラム言語の while... do, repeat... until, for... nextな
ど条件反復のもとになったアイデアである。


























































































































































































































































なバックグラウンドを設計した John von Neumannについては，チューリングは講演の中で
まったく言及していない。チューリングは，この講演の最後に人間と計算機の知性について
短い議論をしている。３年後にこの内容は，“Computing Machinery and Intelligence”として
論文で発表された。Neumannも同じようなタイトル“The Computer and the Brain”で講演を
している。参考文献［４］。これらは非常に興味深いが，これの内容については別の機会に論
考する。
１ B. E. carpenter and R. W. Doran, eds., A. M. TURING’S ACE REPORT OF １９４６ AND
OTHER PAPERS, The MIT Press, Cambridge, Mass.,１９８６.
１０８ 松山大学論集 第１８巻 第２号
２ Scott McCartney, ENIAC The Triumphs and Tragedies of the World’s First Computer,
Berkley Books, New York,１９９９.
３ Claude E. Shannon and Warren Weaver, THE MATHEMATICAL THEORY OF COMMUNI-
CATION, University of Illinois Press, Urbana and Chicago,１９４９.
４ John von Neumann with a Forward by Paul M. Churchland and Patricia S. Churchland, The
Computer and the Brain, Yale University press, New Haven and London,１９５８.
ロンドン数学会においてアラン・マジソン・チューリングが
１９４７年２月２０日に行った講演の日本語訳と注解 １０９
